




































































　表 1 は，入所時の面接記録が保存されていた 459 人の子どもを 10 年後ごとの入所開始年別に
みたものである。男児が 313 人，女児が 137 人，入所時の面接記録には性別が未記載であった
ものが 9 人であった。10 年毎にみた新規療育児童数は 80 名～120 人で，毎年新規の児童 10 人





生年月日から計算して算出している。利用開始の年齢は，3 ～ 4 歳が約 6 割以上を占めており，
平均は 3 歳 11 ヶ月であった。
　459 人の約半数の 240 人については，利用開始年齢に加えて本センター以外に，最初に相談を
した月齢についての記載があった。その月齢は，1 歳未満（16.7％），1 ～ 2 歳未満（30.4％），2
歳以上 3 歳未満（35.4％）3 歳以上（17.5%）となっている。相談機関としては，療育センター（94
件），病院（46 件）保健所（34 件）市役所等の行政（15 件）児童相談所（10 件）の他，特殊教
育センターや児童発達支援事業所などが挙がっている。さまざまな発達に関するつまづきについ
～ 1979 年 1980 ～ 1989 年 1990 ～ 1999 年 2000 ～ 2009 年 2010 年～ 合計
男性 82 52 74 56 49 313
女性 41 29 19 27 21 137
不明 0 0 0 2 7 9






　表 3 は利用児の利用終了時の年齢を見たものである。335 人（73.0％）が学齢期に達するまで，
センターの療育を受けていた。6 歳未満で退所した利用児の退所理由は，保護者の転居や入院が
主であった。6 歳以上で退所した利用児のうち，進路の記載がある 208 ケースを見ると，小学校






　男児のうち長男は 244 人，うち第 1 子は 164 人（長男の 67.2％，利用男児全体の 35.7％）で







者の入院等の理由による途中退所をのぞき，学齢前の 3 月となる。表 4 では，11 か月を 1 年在籍，
1 年 11 か月を 2 年在籍，2 年 11 か月を 3 年在籍として表示している。利用開始から利用終了時




2 歳未満 8 1.7
2 歳以上 3 歳未満 53 11.5
3 歳以上 4 歳未満 157 34.2
4 歳以上 5 歳未満 138 30.1
5 歳以上 6 歳未満 54 11.8





2 歳以上 3 歳未満 6 1.3
3 歳以上 4 歳未満 11 2.4
4 歳以上 5 歳未満 22 4.8
5 歳以上 6 歳未満 42 9.2































1 年未満在籍（～ 10ヶ月） 28 6.1
2 年在籍（11 ～ 22ヶ月） 124 27.0
3 年在籍（23 ～ 34ヶ月） 142 30.9
4 年在籍（35 ～ 46ヶ月） 125 27.2
5 年在籍（47 ～ 58ヶ月） 35 7.6





























25 ～ 29 歳 1 11   2   2  0 0  16
30 ～ 34 歳 1 20  57   8  2 0  88
35 ～ 39 歳 1 12  62  66 11 1 153
40 ～ 44 歳 0  2   8  39 40 1  90
45 ～ 49 歳 0  0   1   5 11 2  19
50 ～ 54 歳 0  0   0   1  2 1   4





市原市 葛南地域 印旛地域 山武地域 長生地域 君津地域 東葛飾地域 千葉県外 合計
1970 ～ 1979 年  69 11  6 1 0 3 1 0  91
1980 ～ 1989 年  46 21  2 2 2 0 2 1  76
1990 ～ 1999 年  69 11  5 1 1 1 1 4  93
2000 ～ 2009 年  72  1  7 2 2 0 0 1  85
2010 年～  61  4  8 1 1 2 0 0  77
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発達につまずきをしめす子どもの支援： 療育活動の実践から「育ちのサポート」へ
 At Shukutoku University’s Center for Clinical Research of Child Development, clinical and 
educational support programs for children with disabilities have been in practice for over 40 years. This 
preliminary research gives an overview of the practice at the Center. Conducted by the Social Welfare 
Research Institute, this is the fi rst step toward lifelong, sustainable support research for children with 
developmental disabilities.
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